
静岡茶・地酒を用いた全国会議参加者へのおもてなし

【労働委員会事務局調整審査課調整審査班】

本年度、全国労働委員会会長・事務局長

 

連絡会議(総勢160人超)が本県で開催され

 

ることとなり、この機会に静岡茶と地酒を

 

ＰＲする夕食会を企画しました。

日本茶インストラクター協会静岡県支部

 

の提案により、参加者の面前で静岡茶を淹

 

れて提供するなど、効果的な演出をしまし

 

た。

さらに、静岡県酒造組合の協力を得て、

 

県内全26蔵中24蔵から｢誉富士｣を100％

 

使用した地酒を集めていただいたほか、提

 

供する地酒の情報をリストにまとめて配布

 

しました。

静岡茶の魅力を改めて伝えることができ

 

たほか、地酒についても、飲み比べによる

 

味の違いを楽しんでいただき、酒造りが盛

 

んな酒処として印象付けることができまし

 

た。

全国の地労委の幹部を対象とした発想は、インフルエンサーに直接アピールするマーケティング手法の

 

優れたモデルです。日本茶インストラクターや地酒の蔵元とのコラボによる本県の酒米「誉富士」の地酒

 

と銘茶のアピールには、効果的な情報発信の創意工夫が凝らされており、演出方法が特に優れています。

【静岡産業大学情報学部

 

小泉 祐一郎

 

教授

 

から一言】

「民間の能力とノウハウを最大限に活用して、

活気ある地域づくり」改革賞

今後の取組は？

同様の大規模な会議がある場合、今回の経験を活かし、県産品のＰＲをすることを検討しています。ま

 

た、希望する他課へ提供酒リストを提供することも検討しています。

留意・工夫した点（民間ノウハウ活用ポイント）は？

参加者の面前でお茶を淹れ、ワイングラスで提供

 

したり、茶摘風景写真やミニ酒樽を用いて会場の雰

 

囲気作りをするなど、味覚のみでなく、視覚にも訴

 

えながら県産品を提供しました。

苦労した点は？
提供酒リストには、品名等の一般的な情報のほか、

 

精米歩合、使用酵母等のデータや１軒１軒蔵元から聴

 

取したコメントを加えて作成しました。

本日の提供酒リスト【抜粋】
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